
オリンピックと体力向上

東京でオリンピックが開催されることに

決まりました。決まった目のわくわく感は、

子供たちも大きかったようです。全校朝会の

代表で挨拶をする6年生からも、そのことが

話題に出ました。

私は、この夏休みに、東京オリンピックの

最終聖火ランナーを務められた、坂井義則さ

んのお話を聞く機会がありました。あの時に

使ったトーチを実際にお持ちになり、様々な

苦労話を聞かせてくださいました。お話の最

後に坂井さんが話されたことが、とても印象

に残ったので、紹介します。

『オリンピックは平和の祭典のはずである。

1964年の東京オリンピックは、戦後復興

を遂げた日本で行われる、まさに平和の祭典

だった。しかし、その後のオリンピックは、

政治に翻弄されてボイコットが出たり、ゲリ

ラによる襲撃があったり、商業的になってし

まったりと、本来のオリンピックの意義から

離れてきてしまっている。2020年に東京

でオリンピックが開かれるのなら、是非平和

の祭典となるよう願っている。』

坂井さんは、スポーツ関係の報道マンとし

て、その後のオリンピックの取材もされたよ

うです。1945年8月6日　広島生まれの

坂井さんの思いのこもったお話が開けて、と

ても感動しました。

さて、10月14日は『体育の日』、10

校　長　早　川　修　一一一

月は、『体力つくり強調月間』です。6月に

実施した体力テストの結果が出ました。詳し

くは、11月の学校だよりでお知らせする予

定ですが、橋戸小の子供たちの体力は、決し

て良いとは言えない状況です。

本校では、今年度、『進んで体を動かし、

運動に親しむ児童の育成』をめざし、体育の

授業の質的向上を図るため、全教員で校内研

究に取り組んでいます。

小学生は、1日1時間は運動することが望

ましいと言われています。体育の授業45分

の中の実運動時間は、20～30分ぐらいで

す。中休み、昼休み目一杯遊んでも、30分

ぐらいです。体育の授業は、週3日しかあり

ません。それを考えると、学校外での外遊び

や運動の習慣化が欠かせません。

学校の校庭は、毎日ひろばや校庭開放とし

て子供たちが遊べる場となっていますが、放

課後の校庭が子供たちでいっぱいになるこ

とはなく、むしろ閑散としていることが多い

のが現状です。

2020年に東京オリンピックが開かれ

ることにより、子供たち一人一人が運動を好

きになり、目標をもって十分運動するように

なれば、体力向上が図れることでしょう。そ

のために、学校は体育の授業改善や子供たち

が運動できる場の工夫をしていきます。是非、

各ご家庭や地域の皆様も、お力添えいたただ

ければと思います。





二‾＝ 口金鎚◎学劫摘出を る泡ゐ◎
東京都学力調査　　（7月4日（木）実施）　都内全校実施

教科の合計（A＋B）　　　　正答率（単位：％）

橋戸小 東京都

国 語 7 1．0 7 γ0 ．3
社 会 6 2 ．7 6 2 。2
算 数 6 1．3 6 2 ．4
理 科 6 3 ．5 6 0 ．5

A　教科の調査 正答率（単位：％）

関心 ・意欲 思考・判断・表現 技　 能 知識 ・理解 読　 む 合　 計

㍉態度 話す ・1聞 く 書　 く 三▲　き左目　 日日
橋戸 小 東京都 橋戸 小 東京都 橋戸 小 東京都 橋戸小 東京都 橋戸小 東京都 橋戸小 東京都

国　 語 9 7．7 9 5 ．5 8 4 ．4 8 1．2 8 2 ．8 70 ．5 6 7．9 6 8．8 50 ．5 5 5．9 7 3．6 72 ．6

社　 会 9 6．9 9 4 ．8 76 ．7 7 5．1 6 7．2 6 8 ．7 3 2．6 3 5．3 　／ 　／ 6 4．2 64 ．4

算　 数 8 1．2 8 5 ．5 5 8 ．0 6 3．5 6 6 ．9 6 8 ．0 6 5．3 6 3．9 　／ 　／ 6 5．0 66 ．1

理　 科 8 5．9 8 6 ．0 5 0 ．0 4 1．2 7 4 ．5 76 ．4 6 8．9 6 5．7 　／ 　／ 6 8．6 6 5．6

B　読み解く力に関する調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正答率（単位：％）

取り出す力 読み取る力 解決する力
橋 戸 小 東 京 都 橋 戸 小 東 京 都 橋 戸 小 東 京 都 橋 戸 小 東 京 都

国　 語 8 1 ．2 8 4 ．1 2 0 ．3 2 8 ．3 6 4 ．1 5 8 ．5 5 5 ．2 　 5 7 ，0
l

社　 会 6 4 ．8 5 9 ．3 5 5 ．5 5 3 ．0 5 1．6 5 1 ．5 5 7．3 5 4 ．6

算　 数 66 ．4 6 8 ．3 3 5 ，2 3 8 ．1 2 9 ．7 2 5 ．9 4 3 ．8 4 4 ．1

理　 科 6 8 ．8 6 6 ．6 4 6 ．1 4 4 ．4 4 2 ．7

合　 計 6 8 ．8 6 7 ．5 4 2 ．0 4 2 ．8 4 4 ．3

3 8 ．3 5 1 ．1 4 8 ．1

【考察】

○　教科の合計

都の平均正答率とほぼ同等の結果である。

O A　教科の調査、B　読み解く力に関する調査

国語。社会や理科では、都の平均正答率に比べ、おおむね上回っている。特に、国語の

「技能　書く」においては良好な結果が得られた。関心・意欲・態度についても高い値に

なっているので、教材弓旨導法の工夫により維持できるようにしていく。

国語の「取り出す力」「読み取る力」がやや低い値になっているので、物語文や説明文

の学習において、より丁寧な文章理解の指導を進めていく。このことが、他教科での「取

り出す力」「読み取る力」「解決する力」の向上につながると考えられる。

算数については、都の平均正答率を下回っているものが多い。繰り返しの学習によって

既習事項を確実に身につけていけるよう指導するとともに、自分の考えを説明したり話し

合ったりする活動を通して、思考・判断・表現についての力を伸ばしていく。また、定規

やコンパス、分度器といった器具を使った作業を大切にして経験を積み重ねていけるよう

にすることで、「技能」の向上が図れると考える。



1日（火）都民の日
軽井沢移動教室（5年）

2日（水）軽井沢移動教室（5年）
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3日（水）5年生5校時までで下校
保護者会（3・4年）
学年交流会（4年）

4日（金）保護者会（1・2年）
7日（月）安全指導、クラブ⑥
8日（火）避難訓練：起震車体験（5年）
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落語を聞く会（4年）
おたんじょうび給食
歯科検診（1・2・3年）
ぐんぐん（5時間授業）
土曜公開、はしど縁日
体育の日
歯科検診（4・5・6年）
終業式
始業式、委員全
区教育会研究会（6m2研究授業）
6－2以外4時間授業
校庭開放3：00～
（残留しての参加はできません）

24日（木）学校評議員会
28日（月）クラブ⑦、読書旬間始

お話の会
30日（水）お話の会

讐I月前半の予定
3日（日）文化の目

橋戸小まつり
4日（月）振替休日
5日（火）安全指導
6日（水）避難訓練：煙体験（3・6年）

校内研究授業（1－2）
1－2以外4時間授業

7日（木）月曜時間割
就学時健診のため4時間授業

8日（金）ぐんぐん（5時間授業）
読書旬間終

9日（土）土曜公開、学年交流会（6年）
11日（月）クラブ⑧

【10月の相談室】

スクールカウンセラー在室日

3日、17日、24日、31日

相談室　お休みの日

2日、　7日、　9日、10日、16日

2　3　日、3　0日

10月の生活目標

外であそばう
世間では子供たちの体力低下が問題に：

捧げられていますが、橋戸小も例外では：

至ありません。これは、「外で遊ぶ時間が至

至短いこと」が大きな原因だと言われていき

拝す。お稽古事で忙しかったり、空き郵

毒などの子供たちの手軽な遊び場がなくな毒

持てきたりしていることも関係している主

：ようです。本校でも、休み時間に校庭で：

≡遊んでいる子供があまり多くないのが気璽

至になります。　　　　　　　　　　　　F

■　「外遊び」は、体力の向上だけではな毒

葺く、豊かな人間性も育みます。体を動か妄

：すことで心もたくましくなります。秋酎

世のもと、学校中の子供たちが競って外：

至に遊びに出て行く、そんな月になるとよ！

きいと思っています。　　　　　　　　　暮
I l
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室10　月　の保健　目　標壱

目をたいせつにしよう
10月10日は、「目の愛護デ困」で
す。
4月に行った視力検査の結果は次のと
おりです。

●視力A（1．0）以上の人の割合
1年生・・。57．1％
2年生・・。66．6％
3年生。・・74．1％
4年生・・・70．7％
5年生・。・55．8％
6年生・・・60．6％
全国平均より高い割合は6年生のみで
他の学年は低くなっています。
近年、視力低下が徐々に低年齢化する
傾向にあります。
その原因の一つが『生活習慣』だとい
われています。
早寝早起き、バランスのとれた食事、
テレビ、ゲーム、携帯を使う時間、姿勢
部屋の明るさをもう一度見直して、目に
いい生活を心がけてみましょう。
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